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株式会社ニューフレアテクノロジーとの資本業務提携に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり株式会社ニューフレアテクノロジーとの間で資本業務

提携を行うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．資本業務提携の理由 

当社は、「優れた技術・サービスを提供することで、人々の豊かな暮らしに貢献します」を経営理念と

しており、この経営理念のもとフラットパネルディスプレイ（以下、「ＦＰＤ」といいます。）、半導体な

ど各種コンポーネンツの製造装置及びサービスを提供しております。 

また、ＦＰＤ前工程、ＦＰＤ後工程、半導体前工程、半導体後工程、真空応用の5分野の事業領域を堅

持し、一社で5分野を手掛ける事業形態のメリットを活かしながら、「5分野それぞれでの成長」「分野を

またがる商品開発の促進」「他社との連携による開発のスピードアップ」、さらには「サービス事業拡大

の継続」と「2025年を見据えた新規事業の推進」、これらを2017年度～2019年度の中期経営計画としてお

ります。 

一方、株式会社ニューフレアテクノロジーは、「最先端の半導体製造装置を通じて、半導体産業と社会、

人類の発展に寄与すること」をビジョンとし、半導体製品の製造に用いられる最先端の電子ビームマス

ク描画装置やマスク検査装置、エピタキシャル成長装置を開発・提供し、半導体産業の発展に貢献して

います。 

中でも電子ビームマスク描画装置においては 30 年以上の開発の歴史を持ち、マスク検査装置において

も 10 年以上の開発の歴史を持つ等、半導体向けフォトマスク製造分野におけるリーディングカンパニー

としての地位を築いています。また、半導体ウェーハ処理装置の中で、今後用途の拡大が期待されるパ

ワー半導体向けの SiC エピタキシャル成長装置も、開発から実用化の段階に入っています。さらに、現

在は電子ビーム式半導体ウェーハ検査計測装置の開発にも注力しており、マスク製造分野からウェーハ

処理装置の分野まで活躍の場を拡大していくとともに、2017 年度以降には中国市場への本格的な進出も

計画しています。 

   このような状況下、当社と株式会社ニューフレアテクノロジーは本資本業務提携により、両社がこれま

でに培った半導体製造装置分野における技術開発力、人材、拠点といった経営のリソースを融合し、既

存事業の拡大と新規事業の推進に向けた協業、サービスの拡大等を通じて両社の企業価値のさらなる向

上に取り組んで参ります。 
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２．資本業務提携の内容 

（１）業務提携の内容 

両社は、当社及び当社子会社による、同社の半導体製造装置の台湾及び中国での保守サービス支援に

ついて、ならびに、当社及び当社子会社による、同社の半導体製造装置に係る開発試作について、業務

提携を実施いたします。 

なお、その具体的な方法及び内容については今後も継続して協議を進める予定です。 

 

（２）資本提携の内容 

株式会社ニューフレアテクノロジーは、当社のその他の関係会社である株式会社東芝より 1,600,000

株を上限として取得する予定です（以下、「本譲渡」といいます。）。株式会社ニューフレアテクノロジー

の取得株数は、今後当社が ToSTNeT-3 による自己株式の取得を決定した場合、当該決定日の終値を基に

当該決定日の翌営業日に決定します。なお、株式会社ニューフレアテクノロジーは、引受人の買取引受

けによる売出しの受渡期日以降、市場での買付けにより、本譲渡に基づき取得することとなる株式数と

の合計で当社の発行済株式総数の 5％に相当する株式数（2,597,000 株）を上限として当社普通株式を追

加的に取得することとしております。ただし、市場動向等により当該追加的な取得が行われない可能性

があります。 

詳細については、本日別途お知らせいたしました「株式の売出し及びその他の関係会社の異動の見込

みに関するお知らせ」をご覧ください。 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社ニューフレアテクノロジー 

（２） 所 在 地 神奈川県横浜市磯子区新杉田町 8番 1 

（３） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長  杉本 茂樹 

（４） 事 業 内 容 

電子ビームマスク描画装置、マスク検査装置、エピタキシャル成

長装置の 3 製品を中心とした半導体製造装置の開発、製造、販

売、保守サービス 

（５） 資 本 金 6,486百万円（2017年 9月 30日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 2002年 8月 1日 

（７） 
大 株 主 及 び 持 株 比 率 

（2017 年 9 月 30 日現在） 

東芝デバイス＆ストレージ株式会社 50.00％ 

東芝機械株式会社  15.07％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（三

井住友信託銀行再信託分・凸版印刷株式会社退職

給付信託口） 

4.16％ 

ステート ストリート バンク アンド トラスト 

カンパニー５０５２２３（常任代理人株式会社み

ずほ銀行決済営業部） 

2.86％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信

託口） 
1.95％ 

ステート ストリート ロンドン ケア オブ ス

テート ストリート バンク アンド トラスト ボ

ストン エスエスビーティーシー エーシー ユー

ケー ロンドン ブランチ クライアント チャネル 

アイランド（常任代理人香港上海銀行東京支店カ

ストディ業務部） 

1.90％ 

ノーザン トラスト カンパニー エイブイエフシ 1.61％ 
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ー リ ユーエス タックス エグゼンプテド ペン

ション ファンズ セキュリティ レンディング

（常任代理人香港上海銀行東京支店カストディ業

務部） 

ステート ストリート バンク アンド トラスト 

カンパニー ５０５１０３（常任代理人株式会社

みずほ銀行決済営業部） 

1.18％ 

ノーザン トラスト カンパニー（エイブイエフ

シー）アカウント ユーエスエル ノントリーテイ

（常任代理人香港上海銀行東京支店カストディ業

務部） 

1.10％ 

ビーエヌワイエム エスエーエヌブイ ビーエヌ

ワイエム ジーシーエム クライアント アカウ

ンツ エム アイエルエム エフイー（常任代理

人株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行） 

0.76％ 

（８） 当 事 会 社 間 の 関 係 

資 本 関 係 

2017 年 12 月 4 日現在において、株式会社

ニューフレアテクノロジーの親会社である株

式会社東芝が、当社の株式を 18,977 千株（持

株比率 36.54%）を保有しております。 

人 的 関 係 

2017年 3月 31日現在において、当社グループ

から従業員 2 名が株式会社ニューフレアテク

ノロジーに出向しております。 

取 引 関 係 

株式会社ニューフレアテクノロジーは当社グ

ループと一部業務上の取引があります。ま

た、当社は 2017 年 12 月 4 日付で株式会社

ニューフレアテクノロジーとの間で資本業務

提携契約を締結しております。 

関連当事者への

該 当 状 況 

2017年 3月 31日現在において、株式会社東芝

は、当社の株式を 18,977 千株（持株比率

36.54%）及び株式会社ニューフレアテクノロ

ジーの株式を 6,000 千株（持株比率 50.00%）

保有しており、当社のその他の関連会社及び

株式会社ニューフレアテクノロジーの親会社

にそれぞれ該当します。そのため株式会社

ニューフレアテクノロジーは当社の関連当事

者に該当します。 
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（９） 当該会社の最近 3年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決 算 期 2015年 3月期 2016年 3月期 2017年 3月期 

 連 結 純 資 産 45,053 52,744 60,832 

 連 結 総 資 産 66,883 75,590 82,919 

 1 株当たり連結純資産（円） 3,754.47 4,395.42 5,069.42 

 連 結 売 上 高 43,109 44,270 47,702 

 連 結 営 業 利 益 12,378 12,830 13,137 

 連 結 経 常 利 益 12,273 12,881 13,460 

 親会社株主に帰属する当期純利益 9,391 9,212 9,750 

 1 株当たり連結当期純利益（円） 782.60 767.72 812.58 

 1 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） 125.00 125.00 125.00 

（単位：百万円。特記しているものを除く。） 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2017年 12月 4日 

（２） 資本業務提携契約締結日 2017年 12月 4日 

（３） 株 式 譲 渡 契 約 締 結 日 2017年 12月 12日～2017年 12月 15日（予定）（※） 

（４） 株 式 譲 渡 実 行 日 2017年 12月 20日～2017年 12月 25日（予定）（※） 

（※）上記は、本譲渡における日程を記載しております。なお、本譲渡による株式会社ニューフレアテク

ノロジーの取得株式数は、本日現在において 1,600,000株（発行済株式総数の 3.08％）とするこ

とを想定しておりますが、今後、当社が自己株式の取得を決定した場合、当該決定日の株式会社

東京証券取引所における当社普通株式の終値を基に、当該決定日の翌営業日に決定する予定です。

また、株式会社ニューフレアテクノロジーは、本譲渡による取得株式数と合わせて当社の発行済

株式総数の 5％（2,597,000 株）を上限として、引受人の買取引受けによる売出しの受渡期日以降、

当社の株式を市場での買付けにより取得する可能性があります。 

 

５．今後の見通し 

今回の資本業務提携による両社の今期業績への影響については、軽微なものとそれぞれ見込んでおり

ます。 

 

以 上 

（参考）当期連結業績予想（2017年 11月 2日公表分）及び前期連結実績 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2018年 3月期） 
48,500 2,000 1,800 1,200 

前期連結実績 

（2017年 3月期） 
42,737 1,499 1,132 930 

（単位：百万円） 

 


